
縣居翁・賀茂真淵は郷土の誇り、日本の宝縣居翁・賀茂真淵は郷土の誇り、日本の宝

平成 28年11月 第2号　発行・賀茂真淵翁遺徳顕彰会
あがた いあがた い

鳥居建設委員会が広く呼びかけ、市内外
の皆様のご尽力とご協力をいただきまし
た。多くの皆様に感謝申し上げます。
今後は、遺徳顕彰会によって運営維持し
てまいります。
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平成28年 10月 23日

縣居神社に新しい鳥居が
奉納されました。

| お知らせ｜ 賀茂真淵翁遺徳顕彰会ホームページを開設いたしました。 　http://kamonomabuchi.com

浜松市は平成17年に大きく飛躍しました。それまでの
浜松市歌は賀茂真淵を詠い、市の花は『萩』でした。
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旧浜松市歌は、森林太郎 ( 森鴎外 ) が作り、本
居長世 ( 本居宣長の子孫 ) が作曲しました。文
豪 森鴎外は、“文” の代表として真淵を、次に “武”
の代表として家康を、浜松ゆかりの偉人として
とらえています。 歌碑　平成 8年建

旧浜松市歌碑　平成３年建

五社公園にある
旧浜松市歌碑二基　及び説明版

縣居神社の紅葉
平成 25年 11 月 29 日
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